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「
型
が
イ
イ
ネ
！
」「
す
ご
い
引
き

だ
よ
！
」
な
ど
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク

な
釣
り
が
楽
し
め
る
の
が
両
ダ
ン

ゴ
の
チ
ョ
ー
チ
ン
釣
り
。

基
本
的
に
管
理
釣
り
場
で
チ
ョ

ー
チ
ン
釣
り
を
す
る
と
、
ど
の
タ

ナ
で
も
ウ
キ
は
動
く
が
、
そ
の
中

で
い
か
に
大
型
が
、
ま
た
食
い
気

の
あ
る
魚
が
多
く
い
る
か
を
見
極

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
ず
は
、

こ
の
釣
れ
る
、
釣
り
や
す
い
タ
ナ

を
見
つ
け
る
こ
と
が
大
切
だ
。

最
近
の
エ
サ
の
傾
向
と
し
て
は
、

軽
い
エ
サ
の
ほ
う
が
よ
い
と
い
う

こ
と
が
言
え
る
。
特
に
日
曜
日
な

ど
の
混
雑
時
で
は
か
な
り
の
差
が

出
る
。
ひ
と
こ
と
で
軽
い
と
い
っ

て
も
ボ
ソ
の
バ
ラ
ケ
性
が
良
い
も

の
で
は
な
い
。
ど
ち
ら
か
と
い
う

と
ネ
バ
リ
が
あ
り
、
糸
を
引
く
よ

う
な
バ
ラ
ケ
方
を
す
る
イ
メ
ー
ジ
。

逆
に
平
日
や
空
席
が
目
立
つ
と

き
は
、
状
況
次
第
だ
が
重
め
の
エ

サ
も
必
要
と
な
る
。
そ
の
中
で
も

今
流
行
の
ペ
レ
ッ
ト
エ
サ
を
ブ
レ

ン
ド
し
た
も
の
も
見
逃
せ
な
い
。

こ
れ
が
エ
サ
の
特
徴
だ
が
、
こ

れ
だ
け
で
釣
れ
る
ほ
ど
簡
単
な
釣

り
で
は
な
い
。
ウ
キ
は
動
く
が
、

決
め
ア
タ
リ
が
出
な
い
。
出
て
も

食
っ
て
く
れ
な
い
な
ど
…
。
こ
こ

を
ク
リ
ア
す
る
に
は
エ
サ
以
外
に
、

ハ
リ
ス
ワ
ー
ク
、
ハ
リ
の
号
数
、

ウ
キ
が
重
要
に
な
っ
て
く
る
。

ベ
ス
ト
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
を
構
成

す
る
要
素
は
、
エ
サ
が
半
分
、
ハ

リ
ス
、
ハ
リ
ワ
ー
ク
で
30
％
、
ウ

キ
ワ
ー
ク
で
10
％
、
ロ
ッ
ド
ワ
ー

ク
で
10
％
と
分
け
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

そ
の
、
ど
れ
か
が
ズ
レ
る
と
な
か

な
か
決
ま
ら
な
い
の
が
現
状
。
例

え
エ
サ
が
十
分
だ
と
し
て
も
、
そ

れ
だ
け
で
は
正
解
の
半
分
で
し
か

管
理
釣
り
場
編

両
ダ
ン
ゴ
の

チ
ョ
ー
チ
ン
釣
り

最
近
の
傾
向

●基本タックル

トップはパイプ、PC、ム
クを使い分ける。竹足の
ほうがトラブルが少ない。

板オモリ２点付け

上50㎝下60㎝からスタート
（※１ｍまで用意しておくこと）

竿●8～24尺

ウキ●ボディー13～22㎝

ハリス●0.4～0.5号

ミチイト●0.8～1.2号

ハリ●6～8号

ウキ
一本分

号数別にライン
の太さを変えて
おくと便利。
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打ち始めのサーチベイト

「
グ
ル
バ
ラ
」
４
０
０
㏄
に
水
２

０
０
㏄
を
入
れ
、
か
き
混
ぜ
る
。

そ
こ
へ
「
バ
ラ
ケ
マ
ッ
ハ
」
４
０

０
㏄
を
入
れ
、
全
体
に
水
が
い
き

わ
た
る
よ
う
に
混
ぜ
る
。「
バ
ラ
ケ

マ
ッ
ハ
」
を
後
で
入
れ
る
の
は
、

ボ
ソ
っ
気
を
出
す
た
め
。

通
常
ま
ず
こ
の
パ
タ
ー
ン
か
ら

ス
タ
ー
ト
し
、
そ
の
日
の
釣
況
を

探
る
の
に
お
す
す
め
。
エ
サ
持
ち
、

エ
サ
の
バ
ラ
ケ
性
と
も
に
良
く
、

狙
っ
た
タ
ナ
ま
で
し
っ
か
り
と
エ

サ
を
持
た
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

「
グ
ル
バ
ラ
」
と
「
バ
ラ
ケ
マ
ッ

ハ
」
の
量
で
エ
サ
の
重
さ
を
調
整

で
き
る
の
で
、
食
い
気
の
あ
る
魚

が
い
る
タ
ナ
や
食
い
の
良
し
悪
し

を
キ
ャ
ッ
チ
し
や
す
い
。

ま
た
混
雑
時
に
、
周
り
の
釣
り

方
が
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
で
い
る

と
き
や
、
浅
ダ
ナ
釣
り
が
多
い
よ

う
な
と
き
、
食
い
気
の
あ
る
魚
を

タ
ナ
に
集
め
や
す
く
、
し
か
も
、

エ
サ
の
開
き
で
食
い
気
の
な
い
魚

を
寄
せ
す
ぎ
な
い
。
ど
ち
ら
か
と

い
う
と
し
っ
か
り
ウ
キ
を
な
じ
ま

せ
、
ド
ス
ン
と
い
う
力
強
い
ア
タ

リ
に
的
を
絞
ろ
う
。

グルバラ400㏄＋
水200㏄＋
バラケマッハ400㏄

パターン 1

エ
サ
使
い
の
コ
ツ

8尺チョーチンの
オモリ量

エサの
大きさ

エサ
実寸大

●エサのサイズ
直径2.5㎝

ウキ●ボディ15㎝
オモリのサイズ●
0.25厚㎜の板オモリ1.7㎝×２個

オモリ
実寸大

オモリ
実寸大

な
い
。
エ
サ
、
ハ
リ
ス
、
ハ
リ
、

ウ
キ
と
全
て
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い

け
ば
、
何
か
が
違
っ
て
い
る
の
に

気
づ
く
は
ず
だ
。

こ
の
釣
り
は
、
そ
の
日
、
そ
の

時
、
そ
の
釣
り
場
で
変
化
す
る
。

だ
か
ら
、
釣
り
人
が
魚
に
合
わ
せ

て
対
応
し
た
い
。
お
か
し
い
な
と

思
っ
た
ら
、
思
い
つ
く
限
り
の
こ

と
を
試
し
て
み
よ
う
。＋ ＋
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軽くて粘りのあるタイプ

グルバラ200㏄＋
粘力スプーン1杯＋
水200㏄＋GTS200㏄＋
スーパーD400㏄

パターン 2

「
グ
ル
バ
ラ
」
２
０
０
㏄
、「
粘
力
」

ス
プ
ー
ン
１
杯
に
水
２
０
０
㏄
を

入
れ
て
か
き
混
ぜ
る
。
そ
こ
へ
、

「
Ｇ
Ｔ
Ｓ
」
２
０
０
㏄
と
「
ス
ー
パ

ー
D
」
４
０
０
㏄
を
入
れ
て
30
回

ほ
ど
か
き
回
す
。
軽
く
て
バ
ラ
ケ

る
「
ス
ー
パ
ー
D
」、
重
さ
の
あ
る

「
グ
ル
バ
ラ
」、
そ
の
中
間
的
存
在

の
「
Ｇ
Ｔ
Ｓ
」
と
バ
ラ
ン
ス
の
と

れ
た
ブ
レ
ン
ド
を
「
粘
力
」
の
ネ

バ
リ
で
ま
と
め
る
。

今
年
の
ヒ
ッ
ト
パ
タ
ー
ン
で
あ

る
軽
め
で
ネ
バ
リ
の
あ
る
ブ
レ
ン

ド
。
特
に
混
雑
が
予
想
さ
れ
る
池

や
大
型
中
心
の
釣
り
場
な
ど
、
多

少
難
し
さ
が
あ
る
よ
う
な
と
き
に

有
効
で
あ
る
。

周
り
の
釣
り
人
も
同
じ
攻
め
方

を
チ
ョ
イ
ス
し
て
い
る
と
き
な
ど
、

ど
う
し
て
も
魚
の
取
り
合
い
は
避

け
ら
れ
な
い
。
そ
ん
な
と
き
効
果

的
な
の
は
、
ゆ
っ
く
り
エ
サ
が
落

下
し
て
い
き
、
糸
を
引
く
様
に
パ

ラ
パ
ラ
と
バ
ラ
ケ
る
イ
メ
ー
ジ
。

よ
っ
て
エ
サ
と
ハ
リ
、
共
に
軽

く
し
、
な
お
か
つ
ハ
リ
ス
の
長
さ

で
追
い
を
加
速
さ
せ
る
。
あ
と
は

力
強
い
ア
タ
リ
に
は
小
さ
く
て
も

手
を
出
し
て
い
こ
う
。
な
ぜ
な
ら

渋
い
予
想
の
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
な
ど

で
は
、
ま
ず
ウ
キ
を
動
か
す
こ
と

が
先
決
だ
か
ら
だ
。

エ
サ
使
い
の
コ
ツ

＋ ＋ ＋ ＋

15尺
チョーチンの
オモリ量

ウキ●ボディ17㎝
オモリのサイズ●
0.25㎜厚の板オモリ1.9㎝×２個

板オモリ
実寸大

板オモリ
実寸大

※板オモリを２点付けにするのは、
オモリの量が増えると巻いたとき
に大きくなりすぎ、ミチイトへの
負担が多くなったり、ハリスが絡
んだりのトラブルを減らすためだ。
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重めのペレット系

ペレ道200㏄＋
水200㏄＋軽麩400㏄＋
もじり100㏄

パターン 3

「
ペ
レ
道
」
２
０
０
㏄
を
水
２
０

０
㏄
で
溶
き
、
そ
こ
へ
「
軽
麩
」

４
０
０
㏄
と
「
も
じ
り
」
１
０
０

㏄
を
入
れ
て
か
き
混
ぜ
る
。
重
す

ぎ
た
り
、
ネ
バ
リ
が
気
に
な
り
だ

し
た
ら
、「
も
じ
り
」
を
ふ
た
掴
み

く
ら
い
追
い
足
す
。

重
さ
が
あ
り
、
な
お
か
つ
バ
ラ

ケ
性
も
良
い
配
合
。
重
い
エ
サ
な

の
で
タ
ナ
ま
で
エ
サ
が
た
ど
り
着

く
の
も
早
い
。
ま
た
ハ
リ
持
ち
も

良
く
、
エ
サ
が
ハ
リ
の
フ
ト
コ
ロ

に
き
ち
ん
と
残
る
。

寄
っ
て
く
る
魚
に
邪
魔
さ
れ
ず
、

早
く
タ
ナ
ま
で
エ
サ
を
運
べ
、
平

日
や
非
常
に
魚
の
濃
い
場
所
な
ど

に
は
有
効
で
あ
る
。
ま
た
小
ベ
ラ

か
ら
超
大
型
ま
で
魚
の
サ
イ
ズ
も

釣
り
方
に
よ
っ
て
差
が
出
る
よ
う

な
場
所
で
も
ベ
ス
ト
。

ウ
キ
は
、
太
く
大
き
め
の
ボ
デ

ィ
ー
、
ト
ッ
プ
も
太
め
の
パ
イ
プ

で
、
し
っ
か
り
と
エ
サ
を
持
っ
て

く
る
れ
よ
う
な
タ
イ
プ
を
選
ぶ
の

も
ポ
イ
ン
ト
だ
。
型
物
を
狙
う
と

き
や
大
型
を
揃
え
て
勝
負
す
る
と

き
な
ど
、
ゆ
っ
く
り
時
間
を
か
け

て
釣
り
を
す
る
場
合
が
ベ
ス
ト
。

時
間
が
経
つ
と
安
定
感
が
よ
り
増

す
の
で
後
半
が
チ
ャ
ン
ス
大
だ
。

エ
サ
使
い
の
コ
ツ

＋ ＋＋

21尺
チョーチンの
オモリ量
ウキ●ボディ20㎝
オモリのサイズ●
0.25㎜厚の板オモリ2.3㎝×２個

板オモリ
実寸大

板オモリ
実寸大

※板オモリとハリスが絡むトラブルを
防ぐためにも、きれいに巻くことを心
掛けよう。
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チョーチン釣り ?こんな時どぉする

竿の長さ
（狙うタナ）を
決める目安は？

竿の長さの選択は、イコール釣るタナなので重要である。まず、釣
り座の水深をチェックしよう。最近は、底から30㎝～１ｍぐらい切
ったラインがかなりどこの釣り場でも釣果がでているようだ。これは
魚が安心しているラインなのかもしれない。
もちろん、事前に釣果の情報をしっかりとチェックして、釣れてい
るタナを狙うのも良いだろうし、天気、気温、風などを考慮して、自
分の考えを試すのもひとつの選択であるが、一日中ひとつの竿で通さ
ず、何回か替えながらその日の釣れるタナを見つけよう。竿の変更は、
２尺ずつ探るとよいだろう。

ハリスの長さは
どのくらい
がいいの？

現在ハリスの長い釣り方がよく
目に付く。チョーチン釣りには長
ハリスと決まっているようだが、
それにはしっかりとした考えがあ
ってのこと。通常、50㎝を目安
に入っていくのが基本。そこから
サワリの強弱で判断していく。
サワリが強いときには長すぎ、

逆に弱いときには短すぎと考えよ
う。常に１ｍぐらいまでは用意し
ておくとベストだ。また、ハリスについて触れておくと、太さは安
心できる0.5号を目安にし、ハリスのヨレも一投ごとにしっかりと取
りながら打つのも大切だ。

どんな
アタリを
取っていけば
いいのか
わからない

基本的にはサワリが多く、なじみ幅をしっかりキープしながら力強い
アタリを取っていくのがよい。ただ、落ち込みでも力強くアタるときが
ある。これはとりあえず合わせていくがヒット率が問題だ。毎回同じと
ころでアタれば良いが、バラつきがあるようなら深追いは禁物。
理想的なのは、なじんだウキが一息した後、強いアタリが出るパター
ン。これに持ち込めばかなりの釣果が望める。
型の安定がアタリの取り方が合っているのかどうかの判断基準で、や
はり深場に居る魚は魚体もきれいで重い。上層の魚とはちがいがあるの
でよくチェックしよう。黄色味かかった魚ならベストといえよう。

短ハリスは落下速度が速く、ウキへのアタリ
の伝わり方が速い。活性が高いときに回転の
速い釣りができる。逆に長ハリスは、落下ス
ピードが遅い分、自然なアピールができ、ウ
キの余計な動きが減るので、的を絞りやすい。

●サワリが多くゆっくりなじみ、
力強いアタリが出れば理想的だ。

●毎回同じ所でアタれば
よいが、深追いは禁物だ。

●１目盛くらいの返し
が多いので見逃すな。

ゆっくりなじんで、
一息おいて“ドン”

スーっとなじんで、
そのまま“ドン”

ゆっくりなじんで、
“フワッ”と返す
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正解エサへの
プロセスを
教えて！

※基本ブレンドで打ち始め、これを軽くしたり、重くしたりしてみる。そしてどち
らに反応が良いかを探っていく。サーチベイトの役割である。

エサのタッチを探る上で大切なことは、まず自分が作ったエサがハリにし
っかり付いてタナまで持つかどうかだ。エサの大きさ、指圧などで同じブレ
ンドでもかなりの違いがでる。つまりブレンドが同じでも指圧の違いで持ち
すぎ、あるいは全く持たないということもあるわけだ。
次に、エサの大きさに注視したい。大きいとか小さいは水中で魚が判断す
る。まず、サワリの量が多い方向へ進もう。次に決めアタリ、つまり合わせ
られるようなアタリが出る方向。ここまで見つけて初めて釣るスタイルと言
えるのだ。これをクリアして初めて、硬いやわらかいというタッチの判断、
また、ボソ、ネバリといったところまで進んでいくことになる。
注意点としては、エサ合わせは少しずつが基本。一気にせず、狙ったタナ
に魚の食いがあると判断したらタッチを変え正解エサを探っていこう。

いいアタリで
カラツン
こんな時は
どうする？

力強いアタリでヒットしない、なじんだウキがゆっ
くり返してきて良いアタリが出たが乗ってこない。今
のアタリで何で乗らないの？　と思わず声が出てしま
うときがある。そんなとき、まずチェックすることは、
エサがハリに付いているかどうか。意外と魚にもまれ
て、エサが無くてもウキがなじんでいる事が多い。
また、きっちりなじんで力強いアタリが出たが、空
振り。深なじみしたのでエサは確かに持っている。し
かし、深なじみするまでのサワリはどうですか？　意
外と弱かったり少なかったりするものです。ちょっと
エサを角ばらせてみてください。それからやわらかい
方向へ進んでみよう。

ウキの
選択基準を
知りたい

ウキのタイプには、パイプ、ＰＣ、
ムクといろいろなタイプがあり、エ
サの重さやネバリ、狙うタナの深さ
によって使い分けている。
重いエサをきちんとなじませ、タ
ナをつくるように釣りたいとき、ム
クトップでは重いエサに耐えられな
いので、かなり難しいエサ使いをし
なければならない（トップ頭１目盛
で止めるようなエサ付けは、かなり難しい）。これが、パイプトップであれ
ばエサを支えてくれるので、簡単にできる。逆に、軽いエサを追わせて釣り
たいときは、スムーズな落下を演出するためにムクトップのウキが効果的。
太めのパイプトップでは、抱えすぎてしまい、あまりなじまない。すると、
エサを練ったり重くしたりして、軽いエサを追わせる釣りが成立しない。
このようにエサとウキが攻め方にマッチしていないと、釣りを難しく、さ
らにエサ使いも限定されてしまう。だから、エサとの関係を考えてウキを選
ぶことが必要。また、ウキの見た目の大きさで考えるのでなく、オモリを背
負う量で比較することが大切だ。まずは、負荷が大きいタイプから釣り始め、
小さくしていく方が良いだろう。

基本ブレンド グルバラ400㏄＋水200㏄＋バラケマッハ400㏄
軽くするなら グルバラ200㏄＋水200㏄＋バラケマッハ600㏄
重くするなら グルバラ600㏄＋水200㏄＋バラケマッハ200㏄

基本ブレンドから正解エサを探る

オモリより上での
イトズレは、ミチ
イトがたるむので、
ウキが上がること
もあるゾ。食い上
げ？と勘違いしや
すいので注意！

大きいウキでパイ
プトップでは、軽
い小エサではなじ
まない。

小さいウキやムク
トップでは、大き
いエサを支えられ
ない。


